





医薬保健研究域医学系（基礎） 33 (31) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 169 (144) 
医薬保健研究域薬学系 20 (20) 
医薬保健研究域保健学系 20 (14) 
(医薬保)脳・肝インターフェースメディシン研究センター 15 (16) 
医薬保健研究域（寄附講座） 0 (2) 
理工研究域 3 (2) 
がん進展制御研究所 22 (22) 
学際科学実験センター 14 (22) 
子どものこころの発達研究センター 8(8) 
環日本海域研究センター 0 (0) 
保健管理センター 0 (1) 






 登録者人数 実入館者数 
医薬保健研究域医学系（基礎） 106 (96) 85 (86) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 279 (283) 191 (204) 
医薬保健研究域薬学系 107 (118) 46 (60) 
医薬保健研究域保健学系 43 (48) 33 (31) 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 21 (15) 20 (15) 
医薬保健研究域（寄附講座） 0 (4) 0 (4) 
がん進展制御研究所 99 (98) 88 (87) 
学際科学実験センター 12 (18) 11 (17) 
環日本海域研究センター 0 (1) 0 (1) 
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子どものこころの発達研究センター 9 (14)  9(12) 
保健管理センター 0 (1) 0 (0) 
理工研究域 9 (8) 5 (8) 
その他（実習生･研修生等） 0 (4) 0 (4) 




 登録者人数 実入館者数 備考 
教員 187 (196) 123 (140)  
医員 92 (84) 71 (70)  
その他の研究者 51 (58) 44 (45) ポスドク，研究生等 
大学院生 165 (191) 122 (144) 博士課程87，修士課程35 
学類生 136 (128) 77 (85)  
技術職員等 54 (51) 51 (45) 技術職員8，実験補助43 
合計 685 (708) 488 (529)  
４．	入館者数 
４－１ 部局別延べ入館者（平成 27 年 4 月〜28 年 3 月） 
（施設の技術職員・外注職員を含まず） 
 宝町（本館） 角間分室 
医薬保健研究域医学系（基礎） 6,728 0 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 11,347 0 
医薬保健研究域薬学系 1,656 798 
医薬保健研究域保健学系 613 0 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 2,253 0 
医薬保健研究域（寄附講座） 0 0 
がん進展制御研究所 1,971 7,000 
学際科学実験センター 2,246 417 
環日本海域研究センター 0 0 
子どものこころの発達研究センター 1,059 0 
保健管理センター 0 0 
理工研究域 37 25 
その他（実習・研修等） 0 0 
合計 27,910 8,240 
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４－２ 月別延べ入館者数（平成 27 年 4 月〜28 年 3 月，括弧内：一日平均） 
（施設の技術職員・外注職員を含まず） 
 宝町本館 同左・前年度 角間分室 同左・前年度 
4月 2,306 (77) 2,729 (91) 835 (28) 874 (29) 
5月 2,199 (71) 2,542 (82) 748 (24) 808 (26) 
6月 2,285 (76) 2,703 (90) 847 (28) 796 (27) 
7月 2,557 (82) 2,814 (91) 789 (25) 880 (28) 
8月 2,375 (77) 2,654 (86) 670 (22) 701 (23) 
9月 2,225 (74) 2,658 (89) 615 (21) 781 (26) 
10月 2,433 (78) 3,081 (99) 670 (22) 868 (28) 
11月 2,167 (72) 2,555 (85) 655 (22) 760 (29) 
12月 2,246 (72) 2,561 (83) 629 (20) 785 (28) 
1月 2,231 (72) 2,165 (70) 589 (19) 711 (28) 
2月 2,445 (84) 2,260 (81) 580 (20) 686 (31) 
3月 2,441 (79) 2,439 (79) 613 (20) 763 (28) 
合計 27,910 (76) 31,161 (85) 8,240 (23) 9,413 (26) 
平日 23,546 (100) 26,381 (109) 7,065 (30) 8,079 (33) 
休日 4,364 (34) 4,780 (39) 1,175 (9) 1,334 (11) 
５．	施設利用講習開催・受講者数 
11 回開催（春期５回 125 名，臨時 6回 217 名） 合計 342 名受講 
（4月14・22日，5月7・9・21日，7月7日，9月18日，11月6日，1月13・25日，2月23日） 
６．	受託サービス（胚操作関係） 
マウス受精卵の凍結保存：7系統（前年度 15 系統） 
受精卵移植による感染マウスのクリーニング：11 系統（前年度 12 系統） 
体外受精によるマウスの作成：4系統（前年度 1系統） 
凍結受精卵からのマウス作成： 6 系統（前年度 3系統） 
凍結精子からのマウス作成：11 系統（前年度 3系統） 
精子凍結：4系統（前年度 8系統） 
７．	機器利用状況 
Ｘ線照射装置 177 回（前年度 260 回）， Ｘ線撮影装置 1 回（前年度 7回） 




 マウス マウス 
角間分室 
ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ ｳｼｶﾞｴﾙ 
4 月 6,127 1,985 260 2 57 3 5 1 11 - 
5 月 6,088 1,986 249 3 68 3 5 1 9 - 
6 月 6,089 2,029 231 3 98 3 5 1 7 0 
7 月 6,149 2,045 264 3 100 3 2 1 8 - 
8 月 6,255 2,072 264 4 90 3 3 1 8 - 
9 月 6,255 2,017 255 5 78 4 4 1 8 - 
10 月 6,195 1,996 274 3 74 4 4 1 8 - 
11 月 6,134 1,939 271 3 91 6 5 2 9 - 
12 月 6,099 1,863 281 4 92 7 4 6 14 - 
1 月 6,159 1,828 264 3 100 7 6 6 12 - 
2 月 5,935 2,098 266 3 93 8 7 6 12 - 
3 月 5,876 2,173 225 5 93 9 4 6 9 - 
年平均 6,114 2,002 259 3 86 5 4 3 9 - 
前年度 
年平均 
6,672 2,087 219 3 67 11 2 2 7 - 
前年比 0.92 0.96 1.18 1.00 1.28 0.45 2.00 1.50 1.29 - 
最大収容
ケージ数 
































 マウス 宝町 
マウス 
角間分室 ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ 
ウシ 
ガエル 
4 月 752 474 93 0 6 0 1 0 0 5 
5 月 476 398 72 13 59 0 5 0 0 0 
6 月 808 478 70 3 8 0 0 0 0 114 
7 月 654 259 89 25 9 0 2 0 0 0 
8 月 890 317 63 10 19 1 4 0 0 0 
9 月 775 408 147 0 11 0 0 0 0 0 
10 月 876 333 184 0 47 0 5 0 6 0 
11 月 744 405 180 0 10 3 3 5 7 0 
12 月 872 158 138 10 20 0 2 0 0 0 
1 月 1,265 259 144 0 17 0 7 0 6 0 
2 月 1,070 1359 117 4 35 3 4 0 0 0 
3 月 719 270 113 8 10 3 4 0 0 0 












316 3 228 22 24 0 45 41 












24.3 1.10 0.45 1.54 - 0.53 2.78 




１．	平成 27年度利用登録者数（受託解析を含む, 1 階感染動物室を除く） 
 
 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 22 69 
医薬保健研究域 薬学系 3 12 
医薬保健研究域 保健学系 7 26 
理工研究域 自然システム学系 11 23 
理工研究域 物質化学学系 2 2 
理工研究域 電子情報学系 1 1 
理工研究域 環境デザイン学系 2 8 
バイオ AFM先端研究センターイメージング部門  1 3 
人間社会研究域  1 1 
がん進展制御研究所 4 7 
子どものこころの発達研究センター 1 4 
環日本海環境研究センター 1 1 
学際科学実験センター 2 8 
明治薬科大学 1 1 
長岡工業高等専門学校 1 1 
農業生物資源研究所 1 1 

























































理工研究域 電子情報学系 山田 洋一 
理工研究域 環境デザイン学系 池本 良子 
バイオ AFM先端研究センターイメージング部門  紺野 宏記 









環日本海環境研究センター 関口 俊男 
学際科学実験センター 遺伝子改変動物分野 大黒 多希子 












 利用研究室数 利用者数 サンプル数 
医薬保健研究域医学系 2 3 538 
医薬保健研究域保健学系 2 6 334 
理工研究域自然システム学系 8 26 1,338 
理工研究域電子情報学系 1 1 124 
理工研究域物質化学系 2 2 331 
理工研究域環境デザイン学系 1 1 20 
子どものこころの発達研究センター 1 1 16 
環日本海環境研究センター 1 4 168 
がん進展制御研究所 1 1 3 
革新予防医科学教育研究センター 1 1 8 
計 20 46 2,880  
２－２ 質量分析受託解析（タンパク質, ペプチド, 化合物同定） 
 担当者：西内 巧, 富樫 真紀 
質量分析計, 4800 plus MALDI TOF/TOF アナライザー（ABSciex）を用いて, タンパク質等
の同定を行なっている。 
利用者から調製タンパク質を受領後, 本施設の職員がトリプシンで消化・精製し, 質量分析計
で MS/MS 解析を行い, タンパク質を同定している。また, 翻訳後修飾の同定やペプチドーム解
析には nano-LC を組み合わせた LC-MALDI の解析を行っている。必要に応じて, タンパク質や
翻訳後修飾様式のデータベース化等の作成支援も行っている。また, 二次元電気泳動（DIGE）に
よるタンパク質の網羅的な発現解析も受託を行っている。24 年度から iTRAQ を用いたプロテオ
ーム解析の受託解析も開始した。 








解析内容 所属 解析数 
タンパク質同定（Nano-LC
含む） 
医薬保健研究域 医学系 2,391 






医薬保健研究域 薬学系 18 
理工研究域 自然システム学系 5 
質量分析利用研究室数 
所属 研究室 
医薬保健研究域 医学系 3 
医薬保健研究域 薬学系 3 







 担当者：堀家 慎一 
アジレント社のマイクロアレイを用いて, 同社のアレイスキャナー等の純正システムを用い
てデータを取得している。 
利用者から RNA サンプルおよび DNA サンプルを受領後, 本施設の教職員が TapeStation に



















ナノドロップ, 超遠心機, Typhoon9400, リアルタイム定量 PCR, Image Quaut LAS500, バイ
オアナライザー	
2-4 階利用者数 
部局 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 5 8 
医薬保健研究域 保健学系 1 2 
医薬保健研究域 薬学系 1 2 
理工研究域 自然システム学系 1 2 
がん進展制御研究所 1 2 
計 9 16 
４．	1階感染動物実験室登録利用者 
利用登録実験数 
 代表者数 課題数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 6 9 31 
医薬保健研究域 保健学系 1 1 4 











医薬保健研究域保健学系 岡本 成史 
1 階感染動物室のべ利用者数 2,635 人 












医薬保健研究域医学系（基礎） 30 7 － 37 
医薬保健研究域医学系（臨床･病院） 85 34 6 125 
医薬保健研究域薬学系 20 25 32 77 
医薬保健研究域保健学系 33 16 5 54 
がん進展制御研究所 9 3 － 12 
学際科学実験センター 14 － 6 20 
脳・肝インターフェース 
メディシン研究センター 
7 6 － 13 
子どものこころの発達研究センター 5 1 － 6 
理工研究域物質化学系 － － － － 
薬学類学生実習 － － 76 76 
保健学類放射線学生実習 － － 39 39 
保健学類検査学生実習 － － 41 41 







人間社会学域地域創造学類 － － 3 3 
理工学域数物科学類 － － 8 8 
理工学域物質化学類 － － 45 45 
理工学域自然システム学類 － － 7 7 
医薬保健学域薬学類 － － 15 15 
医薬保健学域創薬科学類 － － 13 13 
医薬保健学域保健学類 － － 7 7 
大学院自然科学研究科 － 51 － 51 
大学院医薬保健総合研究科 5 30 － 35 
大学院人間社会環境研究科 － 1 － 1 
人間社会研究域人間科学系 4 － － 4 
理工研究域数物科学系 8 － － 8 
理工研究域物質化学系 12 － － 12 
理工研究域自然システム学系 13 － － 13 
理工研究域環境デザイン学系 1 － － 1 
理工研究域機械工学系 2 － － 2 
理工研究域電子情報学系 1 － － 1 
医薬保健研究域医学系 3 － － 3 
医薬保健研究域薬学系 7 － － 7 
医薬保健研究域保健学系 1 － － 1 
環日本海域環境研究センター 10 － － 10 







保健管理センター 1 － － 1 
附属病院 1 － － 1 
学際科学実験センター 7 － － 7 
子どものこころの発達研究センター 2 － － 2 
新学術創生研究機構 1 － － 1 















組織発達構築学 井関 尚一 マウスにおける遺伝子発現 
機能解剖学 堀 紀代美 末梢動脈疾患モデルラットにおける痛覚過敏のメカニズムの解析 
神経分子標的学 堀  修 小胞体ストレス関連遺伝子の機能解析 
血管分子生理学 岡本 安雄 心血管系における細胞内情報伝達機構の解析 
血管分子生物学 山本 靖彦 放射線アイソトープを用いた血管機能調節・障害，神経機能，がん浸潤転移に関する研究 
分子情報薬理学 
吉本 谷博 生理的・病理的環境下における酸化 
小川 和宏 遺伝子発現の解析 
細菌感染症 
制御学 大谷 郁 ウェルシュ菌の病原因子発現調節機構の解析 
環境生体分子 
応答学 
西條 清史 部位特異的又はストレス応答情報伝達に関連した遺伝子の解析 
谷井 秀治 野菜成分の生物活性 
環境生態医学・
公衆衛生学 神林 康弘 
多環芳香族炭化水素類による喘息増悪への酸化ストレス
の関与 
再生分子医学 赤木 紀之 幹細胞の未分化性維持機構の解析 
教育研究支援 




























古市 賢吾 実験腎炎，各種サイトカイン，ケモカイン発現の検討 
臓器機能制御学 
川尻 剛照 脂質代謝異常症のコレステロール引き抜き能に関する研究 
武田 仁勇 ミネラルコルチコイド高血圧症の成因に関する研究 
細胞移植学 高松 博幸 自己免疫性造血障害における標的抗原の同定及び免疫学機序の解析 
脳老化・ 





















橋本 隆紀 ヒト死後脳および遺伝子改変マウスを用いた統合失調症の病態生理の研究 
戸田 重誠 酸化ストレス負荷後の成熟ラット脳におけるドーパミン系機能の変化 
血管発生発達 




合組織代謝学 濱口 儒人 膠原病患者の自己抗体（抗核抗体）の同定 
感覚運動病態
学 遠藤 一平 
NO 口腔癌における選択的頸部郭清術とセンチネルリ
ンパ節ナビゲーション手術の無作為化比較試験 
分子移植学 髙倉 正博 婦人科腫瘍における癌幹細胞の同定とそれを標的とした治療法の開発 
バイオトレーサー




集中的治療学 小中 弘之 前立腺癌の再燃機序の解明 













中谷 壽男 いろんな条件下での皮膚創傷治癒過程で見られる現象の解明 
須釜 淳子 脆弱皮膚のメカニズム解明とアドバンストスキンケア技術の開発と実証 
検査技術科学 
杉谷 加代 ゼブラフィッシュ組織再生における再生関連分子の検索 
河原 栄 癌細胞の運動を調節する細胞内シグナル伝達経路 
馬渡 一浩 生体試料中の微量成分の分析・定量 
關谷 暁子 先天性凝固異常症における異常蛋白の性状解析 
稲津 明広 高比重リポ蛋白の機能解析 
桜井 博 熱ショック応答の調節機構に関する研究 
リハビリテー
ション科学 田中 正二 廃用性萎縮筋に対する機能回復に関する基礎的研究 
放射線技術科
学 
川井 惠一 放射性医薬品の開発と評価 











臨床分析学 小川 数馬 新規分子イメージング剤，内用放射線治療薬剤の開発とその評価 
薬物学 宝田 剛志 骨関節系細胞におけるグルタメイトシグナル装置に関する薬理学的研究 
分子薬物治療




学 若杉 光生 遺伝情報維持機構の分子メカニズムに関する解析 
生物有機化学 山田 耕平 ラベル化タンパク質の検出 
薬物動態学 中西 猛夫 薬物の体内動態に及ぼすトランスポーターの影響とその評価・予測に関する研究 
臨床薬物情報
学 
石﨑 純子 薬物の適正使用のための薬物体内動態に関する研究 
荒井 國三 癌性疼痛モデルラットにおけるモルヒネの PK-PD パラメーターの決定 
脳・肝インターフェース 
メディシン研究センター 
井上 啓 中枢神経インスリン作用の末梢臓器糖代謝調節における役割の解明 
太田 嗣人 肝臓の糖質代謝に関する研究 
 48 
アイソトープ理工系研究施設 










腫瘍分子生物学 河野 晋 RB による代謝制御 
免疫炎症制御 木下 健 細胞死と炎症の分子機構とその制御機構に関する研究 
遺伝子・染色体
構築 田所 優子 幹細胞の未分化性維持機構の解明 
腫瘍制御 源 利成 消化器がんと難治がんの腫瘍外科学および分子腫瘍学的研究 
子どものこころの発達
研究センター 
東田 陽博 イオンチャンネル・神経伝達物資受容体等の遺伝子クローニングと神経機能調節機構の解明 












分野 橋本 憲佳 遺伝子改変動物の解析 
ゲノム機能解析
分野 
西内 巧 植物の病害抵抗性遺伝子の機能解析 
堀家 慎一 ヒト染色体工学を用いた遺伝子発現制御機構の解析 
トレーサー情報
解析分野 北村 陽二 施設の管理運営および新規放射性医薬品の開発 




技術教育 佐々木敏彦 機械部品のＸ線残留応力測定に関する研究 
人間社会 





金子 浩 CuxNi1-xCr2O4 の低温Ｘ線回析 
藤下 豪司 Ｘ線・中性子線による固体物性の研究 
米徳 大輔 人工衛星搭載用半導体検出器の放射線耐性評価 
鎌田 啓一 自由電子レーザーによる電磁波発振の原理検証 












永谷 広久 Ｘ線吸収分光法による液液界面吸着分子の構造解析 
林 宜仁 EXAFS 分析を利用したポリオキソチオバナデートの溶液中での構造解析 
古館 英樹 二核鉄ベルオキソ錯体の酸化反応性の制御 
秋根 茂久 金属錯体型ホスト分子の構造解析 
応用化学 











坂本 敏夫 陸棲ラン藻の環境適応の分子機構 
金森 正明 生物の環境応答 
程  肇 哺乳類概日時計発振分子機構の解析 
地球学 
コース 
奥野 正幸 Ｘ線回折法による無機結晶及び非晶質物質の構造科学的研究 
遠藤 徳孝 宇宙線由来核種を用いた段丘年代測定 
水上 知行 蛇紋石中の Fe の酸化状態の定量的解析 
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コース 石川 和宏 






















応答学 中西 義信 貧食時の遺伝子発現の解析 
分子薬物 
治療学 加藤 将夫 
生体内薬物挙動の分子機構と定量化に基づく薬物治
療の最適化 













合研究科 環境健康科学 太田 富久 放射性 Cs の除去方法の研究 
保健管理セ









久野 耕嗣 ADAMTS ファミリー遺伝子群の機能解析 













福士 圭介 土壌中の放射性核種を用いた環境動態解析 




総合研究施設 柴 和弘 新規放射性医薬品の開発 
子どものこころの発達研究









核 種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
In-111 0 666 666 0 MBq 
I-123 0 2,442 2,442 0 MBq 
I-125 0 1,333.5 1,206 127.5 MBq 
I-131 0 74 74 0 MBq 
Cs-137 0 12.8 0.5 12.3 MBq 
C-14 0 182.1 46.7 135.4 MBq 
Tl-201 0 148 148 0 MBq 
Ra-223 0 20 20 0 kBq 
Ac-225 0 200 200 0 kBq 
Ac-227 0 12.6 0.2 12.4 kBq 
Np-237 0 5.2 0 5.2 kBq 
Am-241 0 905.2 0.7 904.5 kBq 
H-3 0 541 164 377 MBq 
P-32 0 231.3 231.3 0 MBq 
S-35 0 896.8 769.7 127.1 MBq 
Cr-51 0 74 61.6 12.4 MBq 
Ga-67 0 222 222 0 MBq 
Ge-68 0 101.1 38 63.1 MBq 
Mo-99 0 28,675 28,505.4 169.6 MBq 
Tc-99m 0 5,335.7 5,335.7 0 MBq 
F-18 0 1110 1110 0 MBq 
Br-77 0 54 54 0 MBq 
Sr-85 0 18.6 17.8 0.8 MBq 
* 平成 27 年 4 月 1 日現在の数量（改修工事中は使用停止のため，4月 1 日時点で
の在庫量は「0」であった。平成 27 年 7 月 10 日に使用を再開した。） 





核種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
Ag-110m 0.560  0.000  0.355  0.205  kBq 
In-111 51,169.392  814,000.000  858,690.970  6,478.422  kBq 
I-125 2,510.616  0.000  2,510.616  0.000  kBq 
Ba-133 9.902  0.000  0.625  9.277  kBq 
Cs-137 20,102.589  0.000  13,465.351  6,637.238  kBq 
Pm-143 0.437  0.500  0.771  0.166  kBq 
C-14 439,838.220  5,550.000  190,972.205  254,416.015  kBq 
Eu-152 2,464.978  0.000  126.446  2,338.532  kBq 
Eu-154 8,838.200  0.000  693.997  8,144.203  kBq 
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核種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
Hf-175 233.135  810.000  976.865  66.270  kBq 
Tl-204 525.258  0.000  88.378  436.880  kBq 
Bi-207 127.258  0.000  2.773  124.485  kBq 
Po-209 34.303  0.000  0.233  34.070  kBq 
At-210 0.000  24.000  24.000  0.000  kBq 
Pb-210 91.523  0.000  2.813  88.710  kBq 
Po-210 2,732.847  0.000  2,296.540  436.307  kBq 
Rn-211 0.000  24.000  24.000  0.000  kBq 
Ra-226 9.946  0.000  0.004  9.942  kBq 
Ac-227 212.494  0.000  19.077  193.417  kBq 
Ra-228 304.155  0.000  34.520  269.635  kBq 
Na-22 763.442  3,700.000  352.463  4,110.979  kBq 
Pa-231 1,912.105  0.000  0.040  1,912.065  kBq 
Np-237 1,950.894  0.000  5.180  1,945.714  kBq 
Am-241 2,809.867  0.000  909.024  1,900.843  kBq 
Am-243 19.959  0.000  0.002  19.957  kBq 
Cf-252 0.025  0.000  0.005  0.020  kBq 
P-32 6,850.760  92,500.000  94,744.534  4,606.226  kBq 
S-35 138,889.029  74,000.000  206,275.679  6,613.350  kBq 
Cl-36 739.962  0.000  0.001  739.961  kBq 
H-3 1,101,932.135  45,325.000  487,080.087  660,177.048  kBq 
h-t 39,907,202.817  0.000  2,184,769.751  37,722,433.066  kBq 
Ca-45 2,019.187  0.000  1,585.346  433.841  kBq 
Fe-55 90,758.759  185,000.000  53,548.613  222,210.146  kBq 
Co-56 2.283  0.000  2.198  0.085  kBq 
Co-57 53,727.501  0.000  32,626.579  21,100.922  kBq 
Co-60 122.697  0.000  15.156  107.541  kBq 
Zn-65 0.014  0.000  0.009  0.005  kBq 
Ga-67 0.074  74,000.000  74,000.074  0.000  kBq 
Kr-85 2,205.078  0.000  138.682  2,066.396  kBq 
Sr-85 414.439  0.000  414.415  0.024  kBq 
Y-88 69.714  0.000  63.271  6.443  kBq 
Zr-88 138.906  2,100.000  1,982.027  256.879  kBq 
Sr-89 114.215  0.000  113.463  0.752  kBq 
Sr-90 420.258  0.000  46.433  373.825  kBq 
*平成 27 年 4 月１日現在の数量 
**平成 28 年 3 月 31 日現在の数量 
ＲＩ廃棄物引渡し量（平成 27 年 6 月 11 日引渡し） 
廃棄物の種類 容量・規格 引渡し量 
無機液体 25 L・ドラム缶 5 本 
可燃物 50 L・ドラム缶 8 本 
難燃物 50 L・ドラム缶 43 本 
不燃物 50 L・ドラム缶 1 本 
非圧縮性不燃物 50 L・ドラム缶 0 本 





実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
5 月 12 日(火) 医学 B 棟 1 階 小会議室   
7 月 9 日(木) 自然科学 1号館薬学プレゼンテーション室 薬学類・創薬科学類 3年 
8 月 3 日(月) アイソトープ総合研究施設 会議室 外国人留学生 
8 月 4 日(火) アイソトープ総合研究施設 会議室   
8 月 5 日(水) アイソトープ総合研究施設 会議室   
8 月 6 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室   
8 月 7 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室   
9 月 17 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室 トレーニングコース 
9 月 28 日(月) アイソトープ総合研究施設 会議室 保健学類 放射線技術科学専攻3年 
10 月 16 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室 医学類基礎配属 3年 
12 月 7 日(月) アイソトープ総合研究施設 会議室 保健学類 検査技術科学専攻 3年 
平成 28 年 
1 月 8 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室   
アイソトープ理工系研究施設 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
4 月 24 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 
  
4 月 28 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 1 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 11 日(月) 
及び 12 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 
  
5 月 13 日(水) 自然科学研究科講義棟 203 号室   
5 月 13 日(水) 自然科学研究科講義棟 203 号室 講習題目が違う 
6 月 3 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
7 月 24 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
7 月 24 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習題目が違う 
10 月 7 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
11 月 12 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
11 月 12 日(木) 
及び 16 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 
  
平成 28 年 




実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
5 月 12 日(火) 十全講堂 
  
5 月 13 日(水) 医学 B 棟 1 階 小会議室   
5 月 14 日(木) 医学 B 棟 1 階 小会議室   
5 月 15 日(金) 医学 B 棟 1 階 小会議室   
5 月 19 日(火) 医学 B 棟 1 階 小会議室   
6 月 12 日(金) 医学 B 棟 2 階 臨時事務室   
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平成 28 年 
1 月 8 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室 
  
アイソトープ理工系研究施設 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
3 月 13 日(金) 自然科学大講義棟 レクチャーホール 
 
3 月 20 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
3 月 27 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
3 月 30 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
3 月 31 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 1 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 2 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 3 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 6 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 7 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 16 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 20 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 21 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 22 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 23 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 24 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
4 月 30 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
5 月 13 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
8 月 5 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
平成 28 年 
3 月 3 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 
 
２-３ RI 安全取扱基礎講習（実習） 
アイソトープ総合研究施設 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
8 月 4 日(火) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室 
  
8 月 5 日(水) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
8 月 6 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
8 月 7 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
アイソトープ理工系研究施設 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 
5 月 25 日(月) アイソトープ理工系研究施設 
  
5 月 29 日(金) アイソトープ理工系研究施設   
6 月 10 日(水) アイソトープ理工系研究施設   
6 月 22 日(月) アイソトープ理工系研究施設   
7 月 21 日(火) アイソトープ理工系研究施設   
7 月 22 日(水) アイソトープ理工系研究施設   
7 月 24 日(金) アイソトープ理工系研究施設   




２-４ 学域学生 RI 実習 
実施日 学域・学類（コース）学年 実施場所 
平成 27 年 7 月 9 日(木) 
～7 月 17 日(金) 
医薬保健学域 薬学類 
 創薬科学類 3年 
アイソトープ総合研究施設 
実習室 
9 月 28 日(月)   
～12 月 4 日(金) 
医薬保健学域 保健学類 
 放射線技術科学専攻 3年 
アイソトープ総合研究施設 
実習室 
12 月 7 日(月)   
～12 月 21 日(月) 
医薬保健学域 保健学類 
 検査技術科学専攻 3年 
アイソトープ総合研究施設 
実習室 
6 月 29 日(月)   
～7 月 22 日(水) 
理工学域 物質化学類 
 化学コース 3年 
アイソトープ理工系研究施設 
（6 月 29 日は施設見学） 
２-５ 核燃料物質取扱者講習会 
アイソトープ理工系研究施設 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 3 月 13 日(金) 自然科学大講義棟レクチャーホール   
3 月 20 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
2-6 教育研究用エックス線安全取扱講習会 
実施日 実施場所 備考 
平成 27 年 8 月 10 日(月) アイソトープ総合研究施設 会議室   
8 月 20 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室   
平成 28 年 1 月 7 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室   
３．全学的安全管理 
３-１ 放射性同位元素委員会 
平成 27 年 5 月 15 日（金） 第 124 回放射性同位元素委員会 
平成 27 年 8 月 28 日（金） 第 125 回放射性同位元素委員会 
平成 27 年 12 月 8 日（火） 第 126 回放射性同位元素委員会 
平成 28 年 3 月 18 日（金）～23 日（水） 第 127 回放射性同位元素委員会（書面付議） 
３-２ 放射線施設定期立入調査 
平成 28 年 3 月 2 日（水） 学際科学実験センター アイソトープ理工系研究施設 
 環日本海域環境研究センター 低レベル放射能実験施設 
平成 28 年 3 月 17 日（木） 附属病院（金沢先進医学センター含む） 
平成 28 年 3 月 18 日（金） 医薬保健研究域保健学系 
 学際科学実験センター アイソトープ総合研究施設 
３-３ 核燃料物質・国際規制物資保有状況調査 







機 器 名 機 種 名 使用時間／件数 利用者数 
有機微量元素分析装置 ジェイ・サイエンス・ラボ JM10 330時間／659件 72 名 
二重収束質量分析装置 
(EI & FAB) 日本電子 JMS-700(2) 195時間／295件 35 名 
質量分析装置 
(DART & ESI, TOF) 日本電子 JMS-T100TD 971時間／2050件 99 名 
誘導結合プラズマ質量分析装




HP-5973 12時間/64件 14 名 
核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECA600 2804時間／7223件 137 名 
核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECS400 2729時間／15096件 163 名 
試料構造評価装置 リガク SmartLab 240時間／120件 60 名 
単結晶自動Ｘ線回析装置 理学電気 AFC-7S 860時間／18件 4 名 
自動Ｘ線回析装置 理学電気 RINT-2200 443時間／18件 9 名 
電子プロー ブマイクロアナライザー  日本電子 JXA-8800R 3192時間／133件 14 名 
電子線マイクロアナライザー 日本電子 JSM-7100M 492時間／245件 120 名 
走査型トンネル顕微鏡 日本電子 JSTM-4200D 110時間／38件 3 名 
粘弾性特性測定装置 オリエンテック DDV-01FP 0時間／0件 0 名 
円二色性分散計 日本分光 J-820 351時間／84件 10 名 
 
２．主要活動報告 
平成27年4月～6月 第26回講習会「質量分析装置 JMS-700」開催（計9名受講） 
 （4月16日，30日，5月7日，6月12日に分散して講習） 
平成27年6月10,11日 微量試料管を用いた NMR測定法講習会開催（8名受講） 
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